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※危険度はイメージ

自治体・住民が
それぞれの詳細なリスク情報を

洪水キキクルページ（気象庁ホームページ）

でワンストップで確認可能に

「国管理河川の洪水の危険度分布※」
（水害リスクライン）

※ 大河川のきめ細かな越水・溢水の危険度を伝える

「洪水警報の危険度分布※ 」
（洪水キキクル）

※ 中小河川の洪水危険度を伝える

令和５年２月１６日
運用開始

令和5年2月16日実施

洪水に関する危険度情報の一体的発信（気象庁ホームページ）
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令和5年5月25日実施
気象情報の発表条件
• 「顕著な大雨に関する気象情報」について、これまでは発表基準を実況で満たし

たときに発表してきたところ、新たに予測技術を活用し、線状降水帯による大雨の
危機感を少しでも早く伝えることを目指す。

• 雨量予測には速報版降水短時間予報を用い、令和５年度の改善においては、
これまでより最大で30分程度早く情報を発表することができる。

気象情報の内容

ルールはこれまでと同じ

顕著な大雨に関する〇〇地方気象情報 第１号
令和５年〇月〇日〇〇時〇〇分 〇〇気象台発表
（見出し）
○○地方、○○地方では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いています。命
に危険が及ぶ土砂災害や洪水による災害発生の危険度が急激に高まっています。
（本文）
なし

これまでの情報文と同じ

顕著な大雨に関する気象情報をより早く提供します
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令和5年5月25日実施気象庁ホームページでの表示
• 「顕著な大雨に関する気象情報」の発表条件に達した地域を地図上で大まかに把握

できるよう、気象庁ホームページの「雨雲の動き」、「今後の雨」の地図上に赤楕円で、
表示する。

• 楕円はあくまで線状降水帯の雨域を大まかに示したものであり、その外側の地域でも
大雨による災害発生の危険度が急激に高まっているおそれがあることに留意が必要。

顕著な大雨に関する気象情報を補足する図情報

表示例

大雨災害発生の危険度が
急激に高まっている
線状降水帯の雨域
（現在時刻の解析）

大雨災害発生の危険度が
急激に高まっている
線状降水帯の雨域（10～
30分先の解析）

「雨雲の動き」 「今後の雨」（３時間降水量）

ある時刻（現在時刻）に解析された線状降水帯の雨域を実線の楕円で、現在時刻から10～30分先
に解析された線状降水帯の雨域を破線の楕円で表示。
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（参考）線状降水帯による大雨 ~線状降水帯と気象情報~

※ 下記①～④すべての条件を同時刻に満たした場合に自動で発表
① 前３時間積算降水量（5kmメッシュ）が100mm以上の分布域の面積が500km2以上
② ①の形状が線状（長軸・短軸比2.5以上）
③ ①の領域内の前３時間積算降水量最大値が150mm以上
④ ①の領域内の土砂キキクルにおいて土砂災害警戒情報の基準を超過（かつ大雨特別警報の土壌雨量

指数基準値への到達割合8割以上）又は洪水キキクルにおいて警報基準を大きく超過した基準を超過

気象情報と気象庁ホームページでの表示気象情報と気象庁ホームページでの表示
「線状降水帯」というキーワードを使って「顕著な大雨に関する気象情報」を発表する(※)

現在から30分先までに雨量や危険度の基準を満たす場合に、気象庁ホームページの「雨雲の動き」、「今後の雨」
（1時間雨量又は3時間雨量）にて、線状降水帯の雨域を赤い楕円で表示します（下図）。
災害発生の危険度はキキクル（危険度分布）で確認ください。

顕著な大雨に関する石狩・空知・後志地
方気象情報 第○号
令和○年○月○日○○時○○分
札幌管区気象台発表
石狩地方、空知地方、後志地方では、
線状降水帯による非常に激しい雨が同じ
場所で降り続いています。命に危険が及
ぶ土砂災害や洪水による災害発生の危
険度が急激に高まっています。 過去 現在 07:40

(初期時刻07:30)
08:00
初期時刻の30分後を表示

【10～30分先】各時刻
の楕円を破線で表示。

【過去】過去画像を用いた解説を行え
るよう、過去画像には、それが「現在」で
あったときに表示していた楕円を表示。

【現在】実況で解析された楕円を実線で、10～
30分先に解析された楕円もすべて破線で表示。
計算に10分程度かかるため、初期時刻から約12分後に表示。

令和5年5月25日 新運用開始
「危険度の高まり」を少しでも
早く伝えることができるよう、

予測技術を活用し、これまでより
最大30分程度早く発表します。

大雨災害発生の危険度が急激に
高まっている線状降水帯の雨域
（現在時刻の解析）

大雨災害発生の危険度が急激に
高まっている線状降水帯の雨域
（10～30分先の解析）

線状降水帯に関する各種情報：https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/kishojoho_senjoukousuitai.html
線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけと実際の状況等について：https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/index.html#d

令和5年5月25日実施
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今年度の線状降水帯の事例(気象庁HPより）
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今年度の線状降水帯の事例(気象庁HPより）
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今年度の線状降水帯の事例(気象庁HPより）
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今年度の線状降水帯の事例(気象庁HPより）
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5月25日の改善後、はじめて雨量予測を用いて発表

6月2日08時00分
高知県

9

今年度の線状降水帯の事例
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10分後に実況による解析で基準を満たした

6月2日08時10分
高知県

その後も和歌山県で11時50分に雨量予想を用いて発表し、30
分後の12時20分に実況による解析で基準を満たした。静岡県で
16時40分に雨量予想を用いて発表したが、実況による解析では
基準を満たさなかった（顕著な大雨に関する気象情報を発表した
事例を線状降水帯の事例として扱う）。

10

今年度の線状降水帯の事例
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令和５年（2023年）６月19日、20日
鹿児島県（九州南部・奄美地方）で線状降水帯が

発生した事例
令和５年（2023年）７月１日～３日

九州北部地方、九州南部・奄美地方で
線状降水帯が発生した事例

今年度の線状降水帯の事例(気象庁HPより）
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令和５年（2023年）７月10日
福岡県、佐賀県、大分県（九州北部地方）で

線状降水帯が発生した事例

今年度の線状降水帯の事例(気象庁HPより）

福岡県、大分県内の市町村を
対象に大雨特別警報を発表
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令和５年（2023年）８月６日～10日に
沖縄地方、九州南部・奄美地方、九州北部地方及び四国地方で

線状降水帯が発生した事例

今年度の線状降水帯の事例(気象庁HPより）
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令和５年（2023年）８月15日に
鳥取県、岡山県（中国地方）で線状降水帯が発生した事例
鳥取県内の市町村を対象に大雨特別警報を発表

今年度の線状降水帯の事例(気象庁HPより）
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令和５年（2023年）９月６日～７日に
四国地方、北陸地方、東海地方及び関東甲信地方に

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけを行った事例

今年度の線状降水帯の事例(気象庁HPより）
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・線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

・線状降水帯の雨域を表示

昨年までは、線状降水帯の発生をもって「顕著な大雨に関する気象情報」を発表
していたが、今年度は新たに雨量予測も用いて線状降水帯による大雨の危機感を
少しでも早く伝えることにより、早めの防災対応に資することを目指している。

加えて、以下のデータも提供
- 楕円データ（予測及び実況） ：データ配信（事業者等向け）
- 「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を実況で超過した地域
（線状降水帯が発生した地域）：気象庁HPの解説ページに自動掲載

令和５年度出水期から

16

線状降水帯の予測精度向上に向けた取り組み




